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個々の学び方の「見取り」を踏まえた支援 

大分大学 教授 佐藤晋治 
 
はじめに 

 本稿では，特別支援学校の教師が行った授業実践を紹介する。ひとつは，情報を頭の中

で理解したり，整理したり，記憶したり，表現したりするといった学び方の重要な要素で

ある認知特性の「見取り」に心理検査のひとつである K-ABC を用いたものである。 
 もうひとつは，心理検査を実施することが難しい子どもの行動観察を中心に認知特性の

「見取り」を行ったものである。どちらの実践も子どもの得意な認知処理様式を活かした

指導（長所活用型指導）を行ったものである。長所活用型指導は，教科学習への支援だけ

ではなく，行動面や生活面への支援も含めた福祉実践においても有用である。 
 
実践１ 同時処理の得意な小６男児への作文指導（佐藤・佐藤，2012） 

対象児 

 特別支援学校（知的障害）小学部６年男児。 
 
主訴（担任） 

 文字や文章を書くことを好まない。苦手意識を取り除き，文字や文章を書くことを通し

て，自分の経験や感想を伝えることの大切さを知らせ，そのことの喜びを味わわせたい。 
 
K-ABC の結果からの認知特性の「見取り」 

 継次処理能力（時間軸に沿って順番に処理して考える力）より同時処理能力（情報を全

体的なまとまりとして処理する力）が非常に強いことが示された。「数や言語に関する知

識・能力の獲得」については，継次処理能力と同程度の習得を示してはいるものの，得意

な同時処理能力を十分に活かしてないことが推察された。 
 また，下位検査の結果などから，「部分と全体の関係（統合）の把握能力」が優れている

ことが示された。一方で，「聴覚的な短期記憶（耳で聞いて記憶すること）」の弱さが認め

られた。そこで，情報間の関係性や全体を強調した指導方略を基本に，耳で聞いて記憶す

ることの弱さに配慮し，部分と全体の関係（統合）の強さを活用しながら指導を行った。 
 
授業実践の実際 

 具体的には，卒業文集づくりの中で作文を書いた。文集づくりでは，一定の形式による

表現を繰り返し学習する。このため，書こうとする事柄の整理や，作文の構成を身につけ

やすいと考えた。あわせて，大好きな前年度の担任に卒業文集を届けるという設定で，よ

い卒業文集を作ろうとする意欲がもてるようにした。 
 題材の前半では，（１）教師とのやり取りの中で複数枚の写真を見ながら，書く内容を口
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トークンエコノミーシステムの実践と効果について 

 
ライフサポートセンターなごみ園 

管理者 秋月正博 
 
対象児童 Ｂさん（小学校 4 年生 男の子） 
診断名 ＡＤＨＤ 
 
トークンエコノミーシステムとは 

応用行動分析における行動療法の一つで、子どもがある望ましい行動をした際に、物品

などの「ごほうび（トークン）」を与えるという方法のこと。これにより、子どもがその望

ましい行動をより頻繁に行うようになる心理学的効果があるとされている。具体的な例と

して、子どもがお手伝いをした際などにシールを与え、それが溜まったらおもちゃを渡す

などの事例を挙げることができる。 

 
Ｂさんとの出会い 

Ｂさんが小学校 3 年生の時に相談支援事業所からの紹介で、なごみ園を見学。とても気

に入り週に１回の通所がスタートする。Ｂさんは明るく活発で、おもしろいことを言って

周りを笑わせるのが得意な児童である。ただし、頭に血が上ると気持ちのコントロールが

できなくなり、喧嘩になると相手への暴言・暴力、石を投げる、窓ガラスを割るなどの破

壊行為が見られていた。また怒られることへ拒否感が強く、一方的に行動を制止されたり、

注意されたりすることで気持ちが不安定になる。なごみ園では誰かに怪我をさせるような

暴れ方をすることはない。しかし、遊びの中で自分ルールを強く主張し、それを訂正され

ると怒ったり、遊びを一方的に止める。興奮すると暴言がとまらなくなるといったことが

見られた。 
 

トークンエコノミーシステムを行うことになった経緯 

通所して 2 ヶ月が経ち、発達支援計画書の説明を保護者に行っているところにＢさんが

来る。（自分の悪口を言われていないか確認しているような感じで何度も用事がないのに足

を運ぶ）そこで保護者にタブレットを使用しながら、Ｂさんの様子を伝えていたのを見て

タブレットに興味を示す。タブレットの中にゲームのアプリが入っているのを見てからや

ってみたいというので、そこでゲームをするために「男の修行」という約束を守れたらゲ

ームができるということを提案し、その場でＢさんと保護者と話をしながら約束を決める。

その時に決まったのが次にある「男の修行」である。約束の内容は①男たるものけんかを

しない（Ｂくん案）②男たるものくそと言わない（Ｂくん母案）③男たるものからだをき

たえる（秋月案）となっている。③の約束はＢさんは常に体を動かしているのでボーナス

課題のような形で実質は①と②の約束を守ることができればよいというものになっている。

また課題をクリアする回数に関してもＢさんの意見を聞きながら 3 回に設定する。 

  
 
男の修行第Ⅰ期（スタート時～9ヶ月） 

男の修行を始めてすぐの時期でやる気に満ち溢れている。始める前後では行動や情緒面

での安定に大きく差があり、効果が充分に見られる。また２枚分スタンプが溜まった時点

で自ら約束が簡単だから違う内容にしようと提案がある。約束の内容が変わっても前回の

約束は継続されることを伝え、それでも変えたいということなので次にある「男の修行」

へ内容を変更する。①男たるもの友だちにゆずる（Ｂさん案）②男たるものあそんだおも

ちゃを片付ける（秋月案） 
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男の修行第Ⅱ期（9ヶ月～1年 5ヶ月） 

 半年以上が経過し、約束を続けて守れない日がある。約束を守れない時は遊びの中で興奮

していき、気持ちのコントロールができなくなり、自分本位になっていくことが多い。通

所してすぐの状態の時が遊びたくて 1 番落ち着きがないので、1 度落ち着くためと約束の意

識付けのために、男の修行の内容を読み上げるようにする。取り組んでから約束を守れる

回数が増えた。 

 
 
男の修行第Ⅲ期（1年 5ヶ月～2年 3ヶ月） 

男の修行を開始して 1 年以上が経過し慣れてきたことから、約束の隙間をみつけて自分

の要求を通そうとする。例えば、声が苦手な通園児（Ｃさん）がいて、その子に対して「け

んかをしない」という内容の約束があるのでけんかとみなされそうな暴言や暴力はないが、

睨んで威嚇をするということがある。自分の解釈で約束を都合が良い方向にもっていこう

とするので一度利用時間後に、母とＢさんと秋月で面談を行う。その際にＣさんが困って

いること、約束を守ることの意義はゲームできることはもちろんではあるが、真の男とし

て成長するために行っていることを伝える。また、Ｂさんの気持ちを聞き、Ｃさんの声が

どうしても耐えられないということであるので、具体的にどうすればいいかを考えて約束

の内容の変更を行う。①男たるもの嫌なことがあったら逃げる（秋月案）②男たるもの逃

げられない時は先生に言う（秋月案）③男たるもの落ち着く（Ｂさん案）④男たるもの１

日 1 回手助けをする（Ｂさん案） 

  
 
男の修行第Ⅳ期（2年 3ヶ月～） 

男の修行に慣れてきてモチベーションが下がり、約束を守れない日が増える。そこで再度

話し合いを行い、Ｂさんの気持ちを聞くと、学校でストレスが溜まっていて我慢したくな

いということ、報酬に魅力を感じていないことが分かる。そこで、報酬の内容を、「タブレ

ットで 10 分遊べる」から「先生と 1 日ドライブ＆買い物ができる」へと変更する。約束を

変更したことでモチベーションが上がり、再び男の修行に真剣に取り組むようになった。 

 
 
トークンエコノミーシステムの成果 

１番大きかったのは約束を守れた達成感から自信がついたことだ。男の修行を守れた時

に、皆の前で表彰したり、個別でもこまめに褒めたり頼りにしていることを全職員で伝え

るように心掛けた。そして、始めはタブレットのゲームがしたいために「男の修行」を行
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っていたが、段々とゲームをやりたいためというよりは褒めてもらいたい為に自然と約束

を守るようになった。褒められた体験と約束を守れているという自信から、率先して手伝

いをしたり、小さい子に譲ることが増えた。また、来園当初はよく遊ぶ男性スタッフの指

示しか聞かなかったのが女性スタッフの声掛けにも応じれるようになった。 
 
考察 

トークンエコノミーシステムの最大のデメリットは「報酬がないと課題に取り組まな

い・人の言うことを聞かなくなる危険性」である。しかし、私が考えるトークンエコノミ

ーシステムにおいては、欲しいものやご褒美といったバックアップ強化子を重要視するの

は初期段階であって、賞賛や自信の獲得など二次性強化子を得ることで目的意識や自己肯

定感を獲得していくことが本当の狙いとしてある。そして、最終的には意識の変化や習慣

化、自信がつくことで達成しにくい課題を解決できることを目指しており、そうすること

でデメリットとして考えられる報酬がないと課題に取り組まないということは起こり得な

いのである。 
また、トークンエコノミーシステムを行う際には、レスポンスコストの手続きを取り入

れることが一般的・効果的といわれている。レスポンスコストとは、強化子を取り去るこ

とを通して、反応出現率を低下させようとするものである。手続きとしては、問題行動が

起きたら特定の強化子を取り去ることを意味する。つまり、約束を守れなかった時に罰と

して設定していたトークンを没収・反故することである。しかし、私が行ったトークンエ

コノミーシステムにおいてはレスポンスコストの手続きを取り入れていない。実は今回の

「男の修行」を行う 7 年前にＡＤＨＤの通園児（Ｄさん）に「男の 5 箇条」というものを

作成して取り組んだ経歴がある。その時には約束の内容を私が決め、約束の数は 5 つで、

内容は全て行動改善を求める内容であった。約束が守れなかった時には反省会を行い、時

にはきつく注意をすることがあった。守れたり守れなかったりを繰り返しながら、最終的

にシールを貯め報酬を手に入れたＤさんだが、その後はやりたくないということで、「男の

5 箇条」に取り組まなくなった。その時になぜうまくいかなかったか反省し振り返り、約束

を守れたかどうかの結果を突き詰める形に固執するあまり、Ｄさんの気持ちに寄り添えて

いなかったことに気付いた。レスポンスコストによる「罰」を設定したり、約束を「守ら

せる」という意識で支援者主導の取り組みでは、モチベーションが続かない可能性がある。

B さんが約束を守れなかった時にはＤさんとの男の 5 箇条の時に行っていた反省会も行わ

ず、かわりに次回通所時に「今日はシールをもらうために○○して一緒にがんばろう」と

いったポジティブなメッセージを伝えるようにした。このように失敗よりも成功に目を向

け、モチベーションを保ち継続することを大事にすること、そして「守らせる為」ではな

く「褒めるポイントを増やすため」という視点で活用することが、長い目で見ると課題解

決に効果的であると今回の研究を通してわかった。 
他にも、年齢や成果によって約束や報酬はその都度変化をしていくことが大事である。

そして、その都度支援者主導にならないようにじっくり話し合いを行い、納得してもらう

ことが大事である。そのため、必要に応じて話し合いを行うことを念頭に置くべきである。 
このように整理していくと、トークンエコノミーシステムを療育の中で取り組む際にも

受容的交流を念頭に置いた関わりが基本的な姿勢としてあることが支援者にとっては重要

であることがわかる。昨今、発達障がいに関する様々な支援法が確立されており、本屋に

も書籍がたくさん並んでいるのを目にする。ただし、その情報を鵜呑みにするのではなく、

自分自身で試行錯誤し、人と人の交流を大事にしていきながら、支援方法を確立させてい

くことが大事である。 
 
 

引用文献 
はじめての応用行動分析 著者：P.A アルバート/A.C トルートマン（P186-187） 
実用日本語表現辞典 インターネットより 
 

参考文献 
応用行動分析で特別支援教育が変わる 著者：山本淳一/池田聡子 
みんなの自立支援を目指すやさしい応用行動分析 著者：高畑 庄蔵 
読んで学べる ADHD のペアレントトレーニング 著者：シンシア・ウィッタム 
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豊後大野子育て総合支援センター  

こども発達子育て支援センター   なかよしひろば 

いぬかい子育て支援センター    ゆうゆうキッズ で感じ学んだこと 

         いぬかいこども園 子育て支援センター 主任  後藤 美穂 

 
１、 いぬかい子育て支援センターゆうゆうで学んだこと 

なかよしひろばの玄関に入り、子育て支援センターゆうゆうの部屋は中央の位置にある。初

めて来た方もすぐ分かり、入りやすい場所にある。部屋に入ると、広い窓から犬飼町の山や

川、町並みが見渡せ開放感を感じる。各年齢に合わせた玩具や遊具があり、赤ちゃんがゆっ

たり過ごせる環境を整えている。利用児は未就園児が主であるが、なかよしひろば利用児や

兄弟児の利用が最近増えている。 

 

地域子育て支援拠点の「基本事業」として 

(1) 子育て支援の交流の場の提供と交流の促進 

(2) 子育て等に関する相談、援助の実施 

(3) 地域子育て関連情報の提供 

(4) 子育て及び子育て支援に関する講習等の実施 

この４点があげられている。支援センターゆうゆうもこの基本事業に基づき活動している。 

 

利用者からの相談内容としては 

① 子ども同士の関わりについて。 

おともだちの中になかなか入れない。 

玩具の貸し借りができず、トラブルになる。 

ともだちと仲良く遊んで欲しい。 

ともだちと上手くコミュニケーションをとることができない。 

② 子どもの発達について 

離乳食はどれぐらいで始めたらよいか 

お座りがまだできない 

はいはいをあまりせず、立ちたがる。動きが激しい。 

体重があまり増えない。 

トイレトレーニングがうまくできない。                     

    夜泣きをする。 

    不安感が強い。 

③ 保育園・こども園に関しての入所について 

こどもを入所させたいが、どこがよいか？どの観点で選べば良いかわからない。 

入所するためには、どんな手続きがいるか分からない。 

入所するまで、何を準備すればよいか分からない。 

④ その他 

義母との関係 

仕事の悩み 

 

相談には、傾聴し受け止めている。相談の中で気になった事は、人との関わりの悩みが多かった

ことだ。大人が、子ども同士の関わりにより生じるトラブルを恐れているように思う。また、大

人も知らない人の中に入る事に、苦手意識を感じている人が増えたように思う。支援センターで

人と人を繋ぐ（大人もこどもも）交流の場を、意識し環境を整え支援者が仲立ちしていくことだ

と感じている。子ども同士の玩具をめぐり生じるトラブルに関しては、こども側に代弁者がつく

ことで相手に気持ちが伝わりやすくなる。代弁で心の思いを言語化し表出する大切さを支援者が、

意識して保護者にも伝えていくことが重要だと思う。トラブルは人との関わり方を学ぶチャンス

でもあり、経験していく中で人との関わりが成長していくことを合わせて伝えていくようにした

い。こどもが他害をしてしまった時の保護者の心の痛みには、共感し受け止めていくようにして

いる。関わりの中で他害行為にならないように、対応することも気を付けていきたい。最近では

親子の交流が深まり、子育ての悩みや個性の悩みを保護者間で共感しながら支えあうピアサポー

トも育まれていると感じている。 

 

子育て支援センターゆうゆうキッズで出合った個性 

玩具を並べるあそびの世界    ２０１７年７月 

                     

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

キャラクターの人形が好きな子、ミニカーが好きな子。それぞれが好きな玩具を手にとり遊んで

いる。人形が同じ高さで並ぶように、横から上から下から見て高さの微妙な違いも見逃さず、何

度も確認して並べている。ミニカーは色別、車種、形、と並べ方が日々変化している。無言で玩

具を並べ自分の世界観の中を楽しんでいる。こどもと同じ目線に並んでそのあそびを見守ってい

った。 

 

（考察） 

・綺麗に玩具が並んだ姿は、見ていて気持ちがよい。 

・物の形状や大小、長短、高さ色などの概念が広がる。物の分類へ興味が広がる。 

－ 62 － － 63 －



 
豊後大野子育て総合支援センター  

こども発達子育て支援センター   なかよしひろば 

いぬかい子育て支援センター    ゆうゆうキッズ で感じ学んだこと 

         いぬかいこども園 子育て支援センター 主任  後藤 美穂 

 
１、 いぬかい子育て支援センターゆうゆうで学んだこと 

なかよしひろばの玄関に入り、子育て支援センターゆうゆうの部屋は中央の位置にある。初

めて来た方もすぐ分かり、入りやすい場所にある。部屋に入ると、広い窓から犬飼町の山や

川、町並みが見渡せ開放感を感じる。各年齢に合わせた玩具や遊具があり、赤ちゃんがゆっ

たり過ごせる環境を整えている。利用児は未就園児が主であるが、なかよしひろば利用児や

兄弟児の利用が最近増えている。 

 

地域子育て支援拠点の「基本事業」として 

(1) 子育て支援の交流の場の提供と交流の促進 

(2) 子育て等に関する相談、援助の実施 

(3) 地域子育て関連情報の提供 

(4) 子育て及び子育て支援に関する講習等の実施 

この４点があげられている。支援センターゆうゆうもこの基本事業に基づき活動している。 

 

利用者からの相談内容としては 

① 子ども同士の関わりについて。 

おともだちの中になかなか入れない。 

玩具の貸し借りができず、トラブルになる。 

ともだちと仲良く遊んで欲しい。 

ともだちと上手くコミュニケーションをとることができない。 

② 子どもの発達について 

離乳食はどれぐらいで始めたらよいか 

お座りがまだできない 

はいはいをあまりせず、立ちたがる。動きが激しい。 

体重があまり増えない。 

トイレトレーニングがうまくできない。                     

    夜泣きをする。 

    不安感が強い。 

③ 保育園・こども園に関しての入所について 

こどもを入所させたいが、どこがよいか？どの観点で選べば良いかわからない。 

入所するためには、どんな手続きがいるか分からない。 

入所するまで、何を準備すればよいか分からない。 

④ その他 

義母との関係 

仕事の悩み 

 

相談には、傾聴し受け止めている。相談の中で気になった事は、人との関わりの悩みが多かった

ことだ。大人が、子ども同士の関わりにより生じるトラブルを恐れているように思う。また、大

人も知らない人の中に入る事に、苦手意識を感じている人が増えたように思う。支援センターで

人と人を繋ぐ（大人もこどもも）交流の場を、意識し環境を整え支援者が仲立ちしていくことだ

と感じている。子ども同士の玩具をめぐり生じるトラブルに関しては、こども側に代弁者がつく

ことで相手に気持ちが伝わりやすくなる。代弁で心の思いを言語化し表出する大切さを支援者が、

意識して保護者にも伝えていくことが重要だと思う。トラブルは人との関わり方を学ぶチャンス

でもあり、経験していく中で人との関わりが成長していくことを合わせて伝えていくようにした

い。こどもが他害をしてしまった時の保護者の心の痛みには、共感し受け止めていくようにして

いる。関わりの中で他害行為にならないように、対応することも気を付けていきたい。最近では

親子の交流が深まり、子育ての悩みや個性の悩みを保護者間で共感しながら支えあうピアサポー

トも育まれていると感じている。 

 

子育て支援センターゆうゆうキッズで出合った個性 

玩具を並べるあそびの世界    ２０１７年７月 

                     

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

キャラクターの人形が好きな子、ミニカーが好きな子。それぞれが好きな玩具を手にとり遊んで

いる。人形が同じ高さで並ぶように、横から上から下から見て高さの微妙な違いも見逃さず、何

度も確認して並べている。ミニカーは色別、車種、形、と並べ方が日々変化している。無言で玩
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・無言で玩具を並べているが、心の中では玩具に沢山話しかけているように感じる。 

・縦に並ぶ、横に並ぶ。並べ方が変わると視点も変わる。物の見方の変動性に気づくことができ

る。 

・並べることへの集中力は凄いと思う。 

・並べることに興味がなかった自分にとって、自分に無い世界感は新鮮に感じる。 

 

偶然？変化？  ２０１７年１１月 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの玩具が近づいている。距離感が近いけれど、お互い目線が合ってない。 

（考察） 

・無機質な物から、物が擬人化している過程とも感じる。物から人への気づきかも？ 
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・玩具を介して、人との関わりを作りごっこあそびへ繋げるチャンスと捉えられる。 
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  ７月の玩具を並べるあそびから、１月には社会性のあるごっこ遊びへと変化していった。 
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（考察） 

・あそびの傍にいた母親は、絶えず言葉をかけていた。言葉かけは、子どもの世界を否定せず 

 常に子どもが感じていることを洞察し、共感する言葉かけだった。一人あそびの世界感の中に

時間をかけて、自然と人形を上手く介し人との関わりで必要な言葉をさり気なく語りかけてい

ったからこそ、ごっこ遊びへと成長できたと考える。 

・母親との信頼関係が土台になっているからこその成長だと感じる。 

・今は人形と車と母親とのごっこあそびだが、あそびを介して他者との関わりへと広がりへの時

期を期待できると捉える。 

 

 これらの姿を通して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個性を大切に受容することで、大人との信頼関係ができる。情緒も安定し自分を表出すること 

ができ、それが心の育ちにつながるのではと思う。 

 

２、 なかよしひろばで体験し学んだこと 

 

物の貸し借りのやりとり（交渉） 

なかよしひろばでは、１０時１５分になったら、事務室で借りたいものがあれば借りにいく。 

借りた物は遊ばなくなったら、事務室に返すルールがある。ルールはあくまでも絶対でなく、

臨機応変にそのこどもに合わせてやりとりをする。 

 

エピソード 1 「もう、いい」 

 １０時１５分前、事務室に「○○をかして！」と A君がドアをノックをしてきた。事務室の職

員が「あそびたいんだね。１５分までもう少しだから待ってくれるかな」と声をかけると、「い

やだ いま、あそびたい！」とドアを蹴る A君。その後ろにいた私が「えー！なんで借りられ

ないの？嫌だ！我慢できない 借りて遊ぶ！」と床を思いっ切り踏んづけて地団駄して見せた。

私の姿を見た A君は、くすりと笑い「もう、いい」すんなりと、あきらめて部屋に戻った。 

 

（考察） 
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 地団駄しながら、A君の気持ちを代弁する他者の姿を冷静に見ることで、自分の行動がおかし 

いと気づき、気持ちの折り合いをつけることができたようだ。言葉での代弁のみでなく、思い 

を共感する演技で表現をすると伝わりやすい場合もあると感じた。 

 

エピソード 2「もってかえりたい」 

 ピンクの色水を入れた、ペットボトルを持ち事務室に来た A ちゃん。「もってかえるの」を何

度も繰り返す。「もってかえりたいんだね。」と気持ちを受け止めたうえで「持って帰ると、こ

ども園のお友達が欲しいなと思うよ。事務室で明日もあそべるように、守ってあげる」と、 A

ちゃんの好きなピンクのウサギの絵を描いて、紙袋に貼り色水のペットボトルを中に入れるよ

うに誘った。何度か渋っていたが、袋の中にペットボトルを入れてくれた。A ちゃんの表情か

ら、本意でない様子が伺えた。「Aちゃんがつくったの」とドア越しに Aちゃんの声が聞こえた。 

 

 （考察） 

 持って帰らないルールに捉われすぎて、本児が大好きなピンクの色水を初めて作った嬉しさに、

気づけなかった事を後悔した。本人の思いより、大人の思いで袋に入れさせた感だけが残った。

年齢等を考えるとルールの意味を納得するにはまだ早く、まずは気持ちを全面受容するべきだ

ったと反省。 

（改善・実行） 

 翌朝、A ちゃんが来たのを見つけ「A ちゃん、昨日のピンクの色水、守ってたよ」と声をかけ

た。 ウサギの絵の袋を見せ、中からピンクの色水を取り出した。「Aちゃんの！」と嬉しそう

に取り出し満足そうだった。その日、「もってかえるの」と言いに来たので、「持ってかえりた

いんだね。 おともだちに見つからないように、A ちゃんの袋に大切に入れてなおしてね」と

伝えた。 A ちゃんは、喜んで持ち帰った。その後、何度か持ち帰りたいとの交渉があった。

持ち帰っても翌日持ってくるようになり、その後は持ち帰ることが無くなった。 

 

（考察） 

大人主導でルールを守らせるではなく、こどもの思いを十分受け止めたうえでやりとりを重ねて

いくことが大切だと思った。言葉を多くかけすぎて、逆にこどもの心を惑わすようにしないこと

だと感じた。日にちを重ね、やりとりしていくこと。結果を出そうと急ぎすぎないことだと反省

した。 

  

エピソード ３ 「ウサギさんの ふくろで まもってください」 

 

           色水を持ち帰ると言っていた A ちゃんは、「もってかえる」のお願いに

来ることが無くなっていた。ウサギさんの紙袋は、いつしか御用無しに

なっていた。それから３カ月程たったある日、事務室をノックする Aち

ゃん。「これ、うさぎさんのふくろで、まもってください。」と手の中に

ピンクのクリスマスの飾りを持っていた。私は慌ててウサギの絵を描き、 

紙袋を用意した。嬉しそうに、自ら袋にピンクの飾りを入れた Aちゃんは満足そうだった。 

 

（考察） 

思いがけない、Aちゃんの行動に一番驚いたのは、私だった。自分の中では、ウサギの紙袋の事 

は、すっかり終わったことになっていたからだ。しかし、Aちゃんにとっては、ウサギの袋は時 

間がたち、自分の好きな物を守ってくれる物だとしっかり覚えてくれていた。最初は、安心して 

委ねることができなかったが、やり取りの体験を重ねていくうちに気持ちが変化したのだと思う。 

「守る」の言葉は、信頼関係がなりたってこその言葉なのだと Aちゃんが教えてくれたできごと

であり、私が主体となり決めたのではなく、Aちゃんが主体となり決めた成長が嬉しかった。 

 

エピソード ４「終わり」が分からない私 

なかよしのライオンぐみで、こども役になって活動に入ることになった。大人がこどもになるこ

とで、こどもの気持ちが分かるのではとの趣旨だった。活動後、「送迎の車に乗る人はお帰りの

用意をしてください」との言葉を聞き、私はどうしたらいいのか分からなくなった。車にのらな

い人は、何処に行けばいいのか分からない。活動が終わったのも正直分からなくなっていたから

だ。「どうしたらよいのか」何度も聞いた自分がいた。こども役でなく、本当に、「おしまい」が

分からない大人になってしまった自分がいた。 

 

（考察） 

終わりが分からない。先に進めない。凄く不安になることだと実感した。終わりがないと見通し

が立たないからだ。この体験で自分は終わりが分からなければ、不安が強くなることが理解でき

た。「自分」を知っているつもりだったが、まだ「自分」を知らない部分があることにも気づく

ことができた。また、この体験で見通しが立たないことでの不安やパニックになる人の気持ちが

少し理解することができた。言語化でも、可視化でも「おわり」を示すことは大切だと実感した。 

 

これらの、体験で感じた「自他を知り、違いを受け容れ、支え合う」こと 

まずは、「自分」を知ろうとすること。「自分」は思うより深く、まだ気づいていない「自分」が

いる。「自分」の中の未分化な部分も「他」を知ることで、足りない面を支えてもらうこともで

きる。「他」から学ぶことで、「自分」が広がることもできる。「自」と「他」の違いがあるから

こそ、意味があるのだと感じている。だからこそお互いが支え合うことで共に育まれていくのだ

と、社会福祉法人萌葱の郷 豊後大野子育て総合支援センターでの働きの中で実感している。 

 

今後の課題 

保育園・こども園では、養護と教育を踏まえて日々の保育教育計画をたてている。教育領域とし

て、健康・人間関係・環境・言葉・表現の５領域に分かれているがどの分野も人間関係が基本で

あり土台となっている。人間関係に観点をおき保育現場の中で、個を受け止め受容し集団の中で

の交流経験を重ねていきたい。集団が大きくなると難しい面も多いが、個を代弁する人と集団を

リードする人との共通理解が重要だと思う。心の成長と発達の関連は顕著であると感じている。
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「心の育ち」を意識し、見えない内面に目を向け大切にしていきたい。丁寧な保育は一人の力だ

けでなく、同じ思いの職員との積み重ねだと感じる。共に学び合い育ちあう気持ちを持ち、豊後

大野子育て総合支援センターで学んだことを、保育現場でも実践していきたい。 
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萌葱の郷に就職して良かったと思えたこと 

 

 
めぶき園  支援員  後藤 優香 

 
私が萌葱の郷に就職してまず良かったと思えたことは、自分もこんな支援がしたいと思

える支援にたくさん出会えたことです。また、自分が萌葱の郷に就職したいと思うきっかけ

になった支援を自分が実際に行ってみることが出来たことです。 
 私はめぶき園に配属になってからたくさんの支援と出会うことが出来ました。それは統

一された支援だったり、職員と利用者一人一人の関係性によって行うことが出来る支援で

あったりと、めぶき園に入ったばかりの自分では行うことが出来ない支援ばかりでした。し

かし、日々、少しの会話や声かけから一人一人の利用者との関係性を築き上げていく事で、

ここまでなら今の自分との関係性の中で行える支援があると気付くことが出来た時はとて

も嬉しく感じ、自分への自信へとつながりました。そして出来る支援を少しずつ積み重ねて

いく事で、目標としている支援に近づくことができるようになりました。また、先輩職員が

行っている支援を真似しながら、自分が出来る範囲で少しずつ行っていく事で、自分の支援

の在り方を見つけていく事ができました。支援を通してさらに利用者に近づく事ができた

り、近づくことによって利用者の変化に気付くことができ自らの支援を見直すことができ

たりと常に新しい支援に挑戦していく事ができる一年になりました。 
 私が特にこれからもっと挑戦していきたいと思う支援は、折り合いを大事にした支援で

す。この支援は私が萌葱の郷に就職したいと思うきっかけになった支援であり、最近になっ

て漸く、少しずつであるが行えるようになったのではないかと感じる事ができた支援でも

あります。利用者との関係性を全く築けていなかった入社したばかりの私では行うことが

出来なかった支援であり、日々の声掛けや会話、支援を通して築いた関係性があるからこそ

行うことが出来る支援なのだと気付くことが出来ました。また、職員として集団生活の場で、

その利用者本人や他の利用者一人一人が満足のいく生活を送ることが出来るように支援を

行いつつも、身に付けて欲しい力を養っていくために必要なのが折り合うことなのだと気

付くことが出来ました。まだまだ職員としての願いと、利用者の求めるものの中間地点での

折り合いはつける事が難しいですが、日々の積み重ねで少しずつでもお互いの中間地点で

折り合いをつけられる様になっていけたらと思っています。そうすることで利用者から職

員としての私が何を求めているのか気付いてくれるようになり、もっともっと良い関係を

築いていく事ができるのではないかと思います。また、その関係性が出来たならば、言葉も

もちろん必要ですが言葉を用いない支援、表情や目線、動作や視覚支援で利用者と通じ合え

る支援にも挑戦していきたいなと思っています。利用者一人一人が幸せを感じることがで

きるように、学び勉強し続け、常に自分に変化を求めていきたいと思います。 
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社会福祉法人 萌葱の郷 
自閉症・子育て総合支援センター 
法人本部 
〒879-730 大分県豊後大野市犬飼町下津尾 4355-10 

TEL 097-578-0818  FAX 097-578-0819 
 

 
自閉症総合援助センター 
 障害者支援施設 めぶき園 

ホームヘルプサービスセンター らすかる 
879-7306 豊後大野市犬飼町下津尾 4355-10  TEL 097-578-0818  FAX 097-578-0819 
障害福祉サービス事業所 どんこの里いぬかい 
879-7302 豊後大野市犬飼町久原 1863-8  TEL 097-578-0077  FAX 097-578-1226 
ライフサポートセンター なごみ園 
879-7304 豊後大野市犬飼町大寒 2149-1  TEL 097-586-8070  FAX 097-586-8071 
グループホーム かわしま 
879-7306 豊後大野市犬飼町下津尾 3709-8  TEL 097-578-0885 

   相談支援事業所 プラス 
    879-7305 豊後大野市犬飼町田原 1416-1  TEL 578-0188  FAX 097-578-0166  
   児童発達支援事業所 戸次なごみ園 
    879-7761 大分市中戸次 4454-1  TEL 097-578-8323  FAX 097-578-8324 

大分県発達障がい者支援センター ＥＣＯＡＬ 
870-0047 大分市中島西 1-4-14  TEL097-513-1880  FAX 097-513-1890 

豊後大野子育て総合支援センター 
    いぬかいこども園 
    879-7305 豊後大野市犬飼町田原 1419  TEL 097-578-0706  FAX 097-578-0710 

こども発達・子育て支援センター なかよしひろば 
879-7305 豊後大野市犬飼町田原 1414-1  TEL 097-586-8811  FAX 097-586-8818 

大分子育て総合支援センター 
   こざい保育園 
   870-0313 大分市大字屋山 1658-6  TEL 097-528-9900  FAX 097-528-9911 

こども発達支援センター 大分なごみ園 
   870-0318 大分市丹生 210-3  TEL 097-524-3636  FAX 097-524-3637 
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